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１．調査に至る経緯と調査の位置
　兵庫県姫路市駅前町241番他において、姫路駅前商店街のアーケード改修が計画された。一帯は周知の埋蔵
文化財包蔵地の姫路城城下町跡である（図7）。『姫路城跡（城郭図）』（図8、以下「絵図」という。）によると、
当該地は城下町南端に位置し、武家屋敷、下屋敷、街路、土塁及び外堀に該当する。
　姫路駅前商店街は、その北隣にある姫路みゆき通り商店街とともに「みゆき通り」の名称で親しまれているが、
この名称の歴史は古く明治までさかのぼる。城下町から軍都へと大きく変貌した姫路では、明治36年、陸軍特
別大演習が挙行され、明治天皇による城北練兵場（現姫路競馬場周辺）観兵式行幸のため、姫路駅から城南練
兵場（現大手前公園周辺）に向かう直線道路が新設された。これが、「御幸通り」の由来となったという（高
橋1974）。その後すぐに旅館や商店などが進出し、少なくとも大正6年頃には日除け天幕開閉式のアーケード
が設置され（高橋1970）、現在の姿が形成され始めていたようである。
　今回のアーケード改修工事では、既存の基礎と重複しない新設の基礎、電線等の埋設管等を一時迂回するた
めの仮設柱などの工事箇所（図１）を対象に、記録保存のための本発掘調査を行った。調査は、店舗の閉店後
に行われた工事等にあわせて概ね夜間に実施した。

2．調査の結果
調査区1（図2）　現地表下約1.7ｍで、断面L字を呈する切石の構造物を検出した。平坦面を上に向けた石敷き
と、その南端の調査区南壁からほぼ垂直に立ち上がる布積みの石組みで構成される。石敷きから石組みの立ち
上がりの間約60cmには、水流に起因すると思われる砂層が堆積していることから、水路と考えられる。遺物
は出土しなかったが、石材の形態や積み方から近代の遺構である可能性が高い。絵図では土塁の想定部に該当
している。
調査区2（図3）　現地表下約75㎝で間知石の後端部を北に向けた2石と多数の円礫を検出した。調査区が狭小
で精査は困難であったが、西壁において黄褐色砂礫の地山とその直上の3層からなる整地層と思われる土層、
整地層を切り込むラインを確認した。このラインは、石材の検出状況等から、外堀の北側石垣の掘方と考えられ、
後に石垣の築石が間知石に入れ替えられたものであろう。絵図上の想定位置からは10ｍほど南へずれることに
なる。遺物は出土しなかった。
　ここで再び調査区１に戻り、絵図上の土塁の位置が調査区2と同様、南へ10ｍ程ずれているとすると、Ｌ字
状構造物が土塁北側の法尻付近に該当することがわかる。近代に入って、土塁を解体した後に石組み水路を新
設した可能性も否めないものの、外堀の土塁北側にあった石組み溝を改修したと考える方がより妥当性が高い
といえよう。このように想定すると、同地点から東西へ延びる商店街の小路がその名残をとどめているように
もみえる。
調査区3・4（図4・5）　調査区3では南に面を持つ切石の構造物を確認した。既設管路の掘方による削平を受
けており、石材は3石が残存していた。調査区4の西壁では、面を上に向けた間知石4石とその両側に面を垂
直にした間知石を2石検出した。これらの石材は外堀の埋土と考えられる粘土層の上に構築されていたことか
ら、明治・大正年間に外堀の一部を埋戻した際（橋本1982）に構築されたものと考えられる。
調査区5（図6）　外堀以南に位置する。旧耕作土、にぶい黄褐色シルト及び暗緑灰色砂礫を確認した。この旧
耕作土は駅前町遺跡（図7）で既に確認されている近世の耕作土（秋枝・中川2000他）と一連のものと想定できる。
後二者は地山で、良好な残存状況を示していた。
　今回の調査で検出した石の構造物等については、調査区2の掘方ラインを除き、近代以降のものである可能
性が高く、外堀には直接関連しないとも考えられる。しかし、近代以降の外堀や土塁の変遷をたどる近代遺跡
として、解体調査等を行わず現状保存とした。また、個別に図等で提示しなかったものの、土層の堆積状況か
ら近世のものと思われる遺構埋土等を確認した調査地点も多い。

3．まとめ
　絵図で想定されていた外堀及び土塁の位置は、調査区1・2で確認した構造物などから、10ｍ程度南にずれ、
城下町の範囲がさらに南まで広がっていたと考えられる。中心市街地に位置する姫路城城下町跡では、これま
でに行われてきた発掘調査等で、高層の建物を除けば遺構が良好に残っていることがわかってきている。今回
の調査では、狭小な調査区のために、精査は困難を極めたが、商店街の地下でも遺構が良好に保存されている
ことが改めて確認できた。



JR 姫路駅

1

2
3

4

5

アーケード基礎
関西電力仮柱
NTT仮柱

市道幹第 8号（十二所前線）

※土塁・外堀は絵図に基づく
　想定位置を示す。 0 1m

N

0 20m

N

E W
GL

1

2

3

4 既設管

N

S N
GL

土塁

外堀

1

2

3 5

7

8

6

4

W E
GL

S S

S

1

2

3 4

S N
GL 1

2
3

34

6

5

5

7

既設管

W E
GL 1

2
3

4
5
6
7

図2　 調査区1

調査区西壁土層断面

石組み検出状況 ( 南から）

石組み検出状況 (南東から )

調査区北壁土層断面

調査区全景 ( 北から ) 切石の構造物 (北西から）

石組み検出状況 (北東から）

図3　調査区2

図4　調査区3

図5　調査区4

図6　調査区5図1　調査区配置図

土層注記
1. 舗装版
2. コンクリート
3. 砕石
4. 緑黒色細砂（水成堆積層）

土層注記
1. 舗装版、コンクリート
2. 造成土
3. 暗緑灰色粘質土（石垣裏込土）
4. 暗褐色粘質土（整地層）
5. 暗褐色礫混じり粘質土（整地層）
6. 暗青灰色粘質土（整地層）
7. 黄褐色砂礫（地山）
8. 暗緑灰色粘土（地山）

土層注記
1. 舗装版
2. コンクリート
3. 既設管掘方
4. 石材の抜け跡

土層注記
1. 舗装版
2. コンクリート
3. 既設管掘方
4. 褐灰色粘土（石組み溝埋土）
5. 暗緑灰色礫混じり粘土
　（石組み溝の基盤）
6. 暗緑灰色粘土（外堀埋土）
7. 緑灰色細砂（外堀埋土）

土層注記
1. 舗装版
2. 既設管掘方
3. コンクリート
4. 造成土
5. 旧粘土（近世）
6. にぶい黄褐色シルト（地山）
7. 暗緑灰色砂礫
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図8　調査地の位置

調査地

※｢姫路侍屋敷図｣（文化13年（1816）以前）と市街地
　図を合成した『姫路城跡（城郭図）』に加筆
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